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令 和 ２年 度  日 本 応 用 地 質 学 会 関 西 支 部 

特 別 講 演 会 ・ 研 究 発 表 会 
 

開催日時：令和２年１１月９日（月）１３時００分～１７時００分 

 

 

プログラム 
 

 

◇ 開会挨拶、説明等  13：00－13：10 

・ 開会挨拶 

・ 注意事項説明、ＣＰＤ活動証明の受け方等について 

 

◇ 特別講演  13：10－14：00 

「チベット高原南縁(ヒマラヤ)と東縁(眠山山脈)で起こっている山地の解体」 

千木良雅弘 氏（深田地質研究所／理事長・京都大学名誉教授）  

 

◇ 特別講演  14：10－15：00 

「最近の豪雨の傾向について」 

小原由美子氏（日本気象協会／気象予報士・防災士） 

 

◇ 応用地質学会賞受賞記念講演  15：00－15：20 

「こどものためのジオカーニバルの活動について」 

奥野 拓 氏（ジオカーニバル企画委員会・大阪市立東高校） 

 

◇ 一般講演（研究発表会） 15：30－17：00 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演  13：10－14：00 

「チベット高原南縁(ヒマラヤ)と東縁(眠山山脈)で起こっている山地の解体」 

千木良雅弘 氏（深田地質研究所／理事長・京都大学名誉教授） 
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2020 年 応⽤地質学会関⻄⽀部 秋季研究発表会 特別講演 
 

チベット高原南縁(ヒマラヤ)と東縁(眠山山脈)で起こっている山地の解体 
 

千木良雅弘(深田地質研究所) 
 
はじめに 

 インドプレートとユーラシアプレートとの衝突によって，チベット高原の南縁であるヒマラヤ
と東縁である眠山山脈は，急激に隆起しており，これらの山脈は隆起と侵食とマスムーブメント
の場となっている．従来，テクトニクス，侵食，マスムーブメントに関する研究は両地域で数多
くなされてきたが，地質構造も考慮してこれらを結びつけた研究は非常に少なかった．私たちは，
両地域において，2.5m 解像度の衛星画像（PRISM 画像），ALOS AW3D の数値地形データ（5mDEM）
を⽤いて，現地調査を行ってきた．調査地域は，ヒマラヤではカリガンダキ川流域，眠山山脈で
は眠江流域であり，これらの地域において河川侵食に対する山地斜面の応答でもある重力による
山体の変形と地すべり・斜面崩壊について調査した．その結果，両地域ともに，河川侵食による
遷急点の上流への波及と谷壁斜面の下部切断とが斜面の不安定化を引き起こしていることが明ら
かになってきた． 
ネパールヒマラヤ 
 カリガンダキ川は，チベット高原からヒマラヤを横断してインドに流れ下る大河川であり，ア
ンナプルナ(8091m)とダウラギリ(8167m)の間を流れる世界一深い谷を形作っている(図 1)．カリ
ガンダキ川流域では，Kalopani と Talbagar とに明瞭な遷急点が存在する(Chigira et al., 2019)．
Kalopani の遷急点は，流域で最大の天然ダムに位置している．この地すべりは，4100 年前に発生
したと推定されており（Zech et al., 2009），我々の調査によれば，発生前に calc gneiss が座屈変
形していたと推定される．ここは，氷河に侵食された地域の端に位置しており，この斜面はおそ
らく下部を氷河に侵食されていた．この地すべりの下流には４つの巨大な地すべりがあり，最も
上流のものは Talbagar 地すべりである．これは，顕著な遷急点の下流側左岸に位置している(図
２)．この遷急点は，下流から上流に遡及しており，河床から 200 から 400m 高い位置に斜面の遷
急線を形成した．これら４つの地すべりは，遷急線の形成によって下部切断された斜面に生じて
おり，Talbagar 以外の３つの地すべりは事前にトップリング変形していたことがわかった． 
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図 1 カリガンダキ川周辺の地形 

 
図 2 Talbagar の遷急点 

 
眠江 
 眠江には，2008 年のブン川地震を引き起こした龍門山断層よりも上流側に２つの明瞭な遷急点
が存在する(図 3)．この遷急点の上流への遡及と谷中谷の形成が，河川と地質構造との幾何学的関
係を反映した斜面の不安定化を引き起こしている(Zhao et al., 2019)．地質構造方向が河川の方向
と直交あるいは大きく斜交している場合には，地すべりは一般的に起こらないが，局所的な構造
的欠陥を反映して，巨大な崩壊が発生していた．これらは層理面と節理による楔が眠江に向かっ
て傾斜している場合と，谷方向にプランジする軸を持つ閉じた褶曲であった．眠江で最大の Diexi
の崩壊は，遷急点の遡上によって引き起こされた楔型崩壊であった（図 4）．地質構造方向が河川
の方向にほぼ平行な場合には，地層の座屈あるいはトップリングが一般的に生じていた． 
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図 3 眠江流域の地形と 2 河川の河川縦断図（左上は⿊⽔河，右下は眠江） 

 
図 4 眠江沿いの Diexi およびその下流に連なる大規模崩壊． 

 
おわりに 
 このように，ヒマラヤにおいても眠山山脈においても，隆起に伴って河川に遷急点が形成され，
それが上流に波及して山地斜面が不安定化していくことがわかった．そして，この不安定化の様
式は，地質構造に対して河川がどの方向に切り込んでいくかによって大きく異なることがわかっ
てきた．これは，おそらく，他の造山帯においても言えることである．このような河川の浸食に
対する斜面の応答の一つが巨大な深層崩壊である．  
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謝辞： 本報告の研究調査は，⻄南交通大学の巫賜勇教授，四川大学の趙思遠，弘前大学の鄒⻘
穎の各氏とともに行ってきたものである． 
 
引用文献： 
Chigira, M., Tsou, C.Y. & Higaki, D. 2019. Gigantic landslides aligned along the Kaligandaki River, Nepal 

Himalaya. Geophysical Research Abstracts (European Geosciences Union), 21, EGU2019-2738. 
Zech, R., Zech, M., Kubik, P.W. & Kharki, K. 2009. Deglaciation and landscape history around Annapurna, Nepal, 

based on 10Be surface exposure dating. Quaternary Science Reviews, 28, 1106-1118. 
Zhao, S., Chigira, M. & Wu, X. 2019. Gigantic rockslides induced by fluvial incision in the Diexi area along the 
eastern margin of the Tibetan Plateau. Geomorphology, 338, 27-42, doi: 10.1016/j.geomorph.2019.04.008. 
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こどものためのジオ☆カーニバルの活動について 

奥野 拓（大阪市立東高等学校・こどものためのジオカーニバル企画委員会） 
 
１．ジオカーニバルの概要 
 「こどものためのジオ・カーニバル」（ジオカーニバルと略す）は、毎年
11 月第一土曜とその翌日の日曜の二日間にわたって大阪市内で行われる科
学イベントである。本年は新型コロナ感染拡大防止のために開催を中止した
が、2019 年に第 20 回を迎えた。主に小学生を対象とし、体験的に地学全般
にわたり学んでもらい、地学の楽しさと防災・環境などの大切さを感じても
らうことを目的としている。50 分程度の授業形式で行う「セミナー」４〜
５出展と、随時工作等が行える「ブース」13 出展前後で行い、例年 2 千人
強の参加者がいる。 
 
２．ジオカーニバルの経緯 
 ジオカーニバルは、2000 年 7 月に行われた「21 世紀の地学教育を考え
る大阪フォーラム」（フォーラムと略す）のイベントの一つとして始まった。
当時こどもの「理科離れ」や全国的な地学教員採⽤の減少や停止など地学
教育の将来への危機感から、大阪をはじめとする近畿の高校教員を中心に
開催された。大会会⻑に⽵内均氏を迎え、講演に松本零⼠氏、宇宙⾶行⼠
の毛利衛氏にビデオメッセージを頂くなど、力の入った催しとなった。そ
の催しの一つとして、近い将来地学を学ぶであろうこどもたちに、地学の
楽しさを体験し、地学に対する親近感を育てるために、東淀川高校を会場
にジオカーニバルが開催された（第 1 回のみ 1 日開催）。 

 当初ジオカーニバルはフォーラム同様単発イベントとして開催されたが、各
所からこのようなこども向けの地学イベントを求める声が強く、翌年以降大阪
市立科学館を会場として 2 日間の開催となった。第 2 回のフォーラム開催を
模索していたため、第 14 回まではフォーラムの付属イベントという体裁で行

っていたが、第 2 回開催の可能性もほぼ無くなり、委員⻑が廣木に交代するこ
とをきっかけにフォーラムから独立したイベントとして行うようになった（マ
ークも一新）。第 19 回は大阪市立科学館が改装のため、会場を大阪市立自然史
博物館に移し、以降 2 会場を交互に使⽤することを「原則」とした。 
 
３．開催への流れ(企画委員会) 
 ジオカーニバルは有志による「企画委員会」によって運営されている。現在 17 名で、3 名の博
物館関係者以外は教員である。 

例年 2 月頭に第 1 回の企画委員会を行い、募集要項等を定め出展者募集を開始する。以降ジオ
カーニバル終了までに 7 回前後の会合を持ち、その間はメーリングリストを⽤いて詳細を検討し
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ている。4 月末で出展を締め切り、5 月 6 月の 2 カ月をかけて出展内容を検討し、出展者を決定す
る。応募者には 6 月中に可否を連絡し、出展者には 7 月中旬を締め切りにタイトルの決定と広報
⽤に１００字での内容紹介文の提出をお願いする。また出展者には８月中旬までに当日配布する
ガイドブックの原稿を提出いただき、詳細な内容をチェックし、不安な部分があるところには改
善をお願いする。 

９月下旬に「打ち合わせ会」を開催し、出展者へ注意事項の伝達や事務手続きを行う。当日参
加された団体には、試作品などを⽤いて出展内容の簡単な紹介を行っ
ていただく。初参加の団体などには会場の下見も行う。遠隔地の出展
者に対しては、連絡内容等をメールにて伝達している。９月上旬頃の
企画委員会からこの打ち合わせ会までの間に、ポスターやちらしなど
の広報⽤印刷物が出来上がるようにし、ここから本格的な広報活動が
始まる。近年は Facebook や Twitter などの SNS を利⽤した広報活動
も活発に行っている。 

ここからジオカーニバル当日までの１カ月半の間に、各担当は最後の詰めを行う。会計は交通
費を計算し、当日渡す謝礼や弁当等の雑費の準備を行う。運営担当は、出展者と連絡を取り当日
参加する者の名簿を作成し、名札等を準備する。当日の運営に
かかわるボランティアを府内の高校に依頼するのだが、近年は
地学系クラブの生徒も減り、模試等の行事とぶつかることも多
く、人手不足のまま行っていることも多い。自然史博物館で開
催したときには、普段自然史博物館でボランティアをされてい
る方数名にご協力いただいた。当日の役割分担を決め、準備物
を確認・補充し、当日を迎える。 

準備は前日の閉館後から行う。我々は机の移動や装飾などの準備を行い、出展者の一部が物品
搬入などを行い、１時間半程度で退去する。初日は開館前に全員参
加で開会式を行い、注意点などの共有を行う。当日はみな忙しく動
き回っているが、この時に見られる子供の笑顔が何よりのご褒美で
ある。20 回の中で大きな事故はなく、カッターで指先を切る程度の
けがが 3 件程度あっただけで済んでいる（救急箱の準備等の対策は
取っている・イベント⽤の保険にも加入している）。1 日目の夜には

出展者(希望者)を交えての懇親会を行い、地学教育に関する情報交換やイベントの改善につなが
るご意見をいただいたりしている。二日目の終了後は、清掃を行い館の現状復帰（出展者は自分
の場所だけで良い）が終われば解散となる。 

参加者（こどもたちなど）にはブースの出口やセミナー終了後に、アンケートに記入をお願い
している。出展者にもアンケートを行っており、まとめの会議では集計データを基に改善点など
の検討を行う。「子どもゆめ基金」の⽀援を受ける場合は、来年度の募集締め切りが間近なことも
あり、来年度の開催についての承認を行うことが多い。「子どもゆめ基金」の⽀援を受けている場
合は、終了後１カ月内に報告書の提出が必要なので、会計と事務局代表はしばらく書類作成に追
われる。 
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４．反響（アンケート集計から） 
 参加者数は、ここ 2 回（第 19 回、第 20 回）は 3000 人前後になっている。入場者を単純にカ
ウントしているだけなので、ある程度の重複はあるが実人数でも千人前後になるであろう。参加
者アンケートは任意での記入なので、比較的好意的な方が記入
している可能性はあるが、アンケートからみられる満足度は高
い。ブースとセミナーで別々に取っているので重複はあるが、
ブースのアンケート数は、20 回 161 枚、19 回 101 枚、18 回
149 枚、17 回 118 枚と 150 枚前後が回収できている。「ブース
での体験は楽しかったか」という設問に対して「とても楽しかった」という回答の割合は４回の
平均で 69％である（最大 74％最小 64%）。参加が初めての方が 7 割以上だが、3 回目以上の方が

毎回 1 割以上存在する。「また来たいですか」という設
問に「ぜひ来たい」と答えた方も 4 回平均で 73%（全
て 70%以上）である。「あなたは理科が好きですか」と
いう設問には「好き」という回答は 4 回平均で 79%あ
るので、もともとの「理科好き」層が参加しているこ
とが大きく影響しているかもしれない。しかし「今日
好きになった」という回答が 4〜18%（4 回平均 8%）

あることは、やっていてよかったと思える部分である。 
 セミナーは人数制限があるため、第 10 回から「抽選制」に変更した。第 9 回は整理券配布の列
に二つ先の整理券を求めて並ぶ方が何組も出てしまったため、抽選制を決意した。現状では抽選
になるのはセミナーの半分以下で、10 回前後の殺伐とした雰囲
気に比べるとかなり平和になった気がする（とはいえ抽選の時は
かなり殺気立っている）。宝石や化石がお土産になるものは特に
人気が高い。セミナーのアンケートで「とても楽しかった」とい
う回答は 8 割前後で、毎回ブースの回答を上回っている（セミナ
ーは終了後に全員にアンケートに回答いただいている）。 
 
５．問題点と今後 
 「企画委員」は現在１７名であるが、第 10 回頃は 20 名を超えていた。企画委員に名を連ねて
いても 1 年間会議・会場に姿を見せられない者もおり、実質 10 名前後で運営を行っているので、
一人当たりの負担が大きくなってしまっている。また、ほとんどが学校関係者で学校を取り巻く
環境がシビアになってきていることや、新人がほとんど入らず 20 年の間に企画委員も高齢化して
しまい、活動に困難をきたすようになった。現体制では継続できないとの判断を下したが、応⽤
地質学会関⻄⽀部より協力の申し出をいただき、今後の継続を見据えて来年度第 21 回を開催す
る。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 
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一般講演（研究発表会） 

 
 
 

15:30～17:00 （発表/質疑：計 15 分）    

 

                                                            頁 

1. 災害碑調査の実施 −災害地質研究部会の活動について−                            1 

北田奈緒子 ((一財)地域地盤環境研究所・応⽤地質学会災害地質研究部会) 
応⽤地質学会災害地質研究部会 

 

 

2. テフラの差別風化とハロイサイト高含有層の形成に関する⽔文化学的研究           5 

Hydrochemical study on the differential weathering of tephra and the formation of halloysite-rich layer 

福井宏和・松四雄騎（京都大学防災研究所） 
渡邉哲弘（京都大学農学研究科・地球環境学堂） 
北尾真司・小林康浩（京都大学複合原子力科学研究所） 
篠田圭司（大阪市立大学理学研究科） 

 

 

3. 土壌によるアルカリ中和能力試験および土粒子吸着試験                  8 

万木純一郎・畠中与一・大栗究・改田行司・原大輔（（株）建設技術研究所） 

鍵本司、秋田憲（（株）KGS） 

 

 

4. アンコールトムバイヨン寺院主塔の砂盛土基壇 直接基礎上で７００年間なぜ安全か？  12 

岩崎好規((一財)地域地盤環境研究所） 
 

5. 質疑応答 
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